
 

 

 

  2 学期がスタートし、通級指導教室にも子どもたちの元気な声が戻ってきました。

皆さん、充実した楽しい夏休みを過ごせたようですね。夏休み中に、用務員さんが指

導室と保護者控室のワックスがけをしてくれました。ピカピカの教室で、2 学期も楽しく

学習していきましょう！保護者の皆様、2 学期もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                            

〇10 月１日（木）から 10 月７日（水）の期間は指導を休止し、前期の懇談週間（二者

懇談）を設定させていただきます。基本はお子さんの指導時間に実施させていただ

きたいと思います。ご都合が悪い場合には、別途日時を相談させていただきますの

で、お知らせください。 

〇10 月８日（木）、９日（金）に北海道言語障害児教育研究大会札幌大会が開催され

ます。そのため、年間予定表では、後期の指導開始日を 10 月８日（木）としていま

したが、10 月 13 日（火）より開始と変更させていただきます。振替について相談さ

せていただきますので、ご協力をお願いいたします。 

ふじのつうきゅうだより 藤野通級指導教室 
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   第 4 号 

振替 

休業日 

午後

指導

休止

※７日（月）は地域公

開日の振替休業日

でお休みです。 

※29 日（火）は、担当

が大通高校通級指

導教室見学研修の

ため、午後は指導休

止になります。振替

について相談させ

ていただきますの

で、ご協力をお願い

いたします。 

藤野小 

地域公開日 



 

 

入試にＩＣＴ 合理的配慮 

   他県ですが、公立高校入試で、情報通信技術（ＩＣＴ）機器を用いた学習障害（Ｌ

Ｄ）への合理的配慮として、問題文の読み上げが許可され、志望校に合格した例

が報告されています。配慮を受けたＡさんは、「配慮があったから、みんなと同じス

タートラインに立ち、入試に挑戦できた」と念願の高校生活を楽しんでいるそうで

す。 

   Ａさんは、言葉で考えを伝える力や知能に問題はないが、読み書きは周囲の２、

３倍の時間がかかり、激しい疲労や頭痛なども伴った。小学校３年生の時にＬＤの

一つ、読み書き障害（ディスレクシア）と診断された。白地に黒い文字が見えにくい

などの困難もある。当時住んでいた静岡市で、ＬＤを診断した医療機関からタブレッ

ト端末を用いた学習方法を教わった。読み書きの負担を減らせば授業内容を理解

できると分かり、保護者が小学校と交渉。板書の写真撮影や一部のテストの読み

上げ、文部科学省が無償配布する音声教科書などの利用が少しずつ認められる

ようになった。 

   「文字を書く作業がつらかった。ようやく学びの意味が分かるようになった」とＡさ

んは、当時を振り返っている。高校は県立高校 1 校と私立 2 校を受験。各校

とも申し出に応じ、問題文読み上げのほか、パソコンでの解答入力、緑色の用

紙利用、用紙の拡大などを許可した。Ａさんは実力を発揮でき、私立の 1 校に

も合格した。Ａさんの次の目標は大学受験。福祉や教育の分野に関心があ

り、「障害特性を理解してもらえず困っている子どもは多い。たくさんの支援に

助けられたから、私も支える側に立ちたい」と将来の夢を思い描いている。 

 

 

                                                         

「読み書き障がい」につ

いての合理的配慮が認知

されるようになってきま

した。子どもの気持ちが

楽になるように、学びが

楽しくなるように、相談

していきましょう。北海

道でもこのような対応が

進むと良いですね。懇談

時にも気になることがあ

りましたら、お話くださ

い。 


